音声ガイド：真知子岩とキリシタン殉教碑

展望台から坂を下ると、絹笠山が見える。右側に丸岩に彫った記念板が見えるだろう。これは真知子岩と呼ばれるものだ。
この丸岩は 1953年の映画「君の名は」の思い出に残るシーンのセットだ。映画と、ヒロイン真知子がとても有名になり、雲仙の観光客は一気に増えた。訪れる人はみな映画の中で観た冬の美しい景色を求めていた。真知子役を演じた女優の岸惠子は、彼女のおかげで有名になった丸岩を記念する式典に招待もされた。
真知子岩の後ろには全く違う種類の記念碑がある。キリスト教の殉教者のための十字架だ。先に話したように、キリスト教が雲仙に広まったのは 1500 年後半から 1600 年初期のことだ。だが 17 世紀前半、キリスト教は徳川家によってひどく迫害された。おおよそ33人が、雲仙地獄に湧き上げる湯の中で拷問を受け、信仰を捨てさせられた。この記念碑は犠牲になった人々を悼むものだ。

